2016年度 四国地区社会福祉士合同研修会
テーマ　「『生きる』を支える～社会福祉士の可能性～」
　わが国では、地域社会や家族等の社会構造の変動により、貧困、差別、孤独死、虐待、自殺等の深刻な課題が顕在化しています。日々、不安定な生活を送る人々に対して、これまでの社会保障、社会福祉制度の枠組みでは将来の見通しが立たない状況となっています。一人ひとりの「生きる」ということを私たち社会福祉士がどのように支えることができるのか、本研修を通して考えてみたいと思います。

　１日目に、森 和男氏の講演、山崎 亮氏、藤田 孝典氏の対談（裏面参照）という、まさに「生きる」というテーマにふさわしい講師をお招きしています。また、２日目には、各県士会の社会福祉士による分科会を行い、実践力の向上を目指します。
　皆様のご参加をお待ちしております。定員がありますので、お早めにお申し込みください。
主　催　一般社団法人愛媛県社会福祉士会、　一般社団法人高知県社会福祉士会
　　　　一般社団法人徳島県社会福祉士会、　一般社団法人香川県社会福祉士会
日　時　平成28年（2016年）12月3日（土）・4日（日）
会　場　オークラホテル丸亀（香川県丸亀市富士見町3丁目3番50号）
対　象　社会福祉士資格取得者（四国地区以外も可）
定　員　250名（＊先着順です。定員になり次第、受付を終了します。）
参加費　社会福祉士会会員：4,000円、非会員：6,000円　交流会費：5,000円
日　程 
	開 催 日
	日　程　･　内　容

	第１日目
　12/3（土）

	12:45～13:00　　開　会・オリエンテーション
13:00～13:45　〈講演〉

　　　　　　　　国立療養所大島青松園　自治会長　　森 和男 氏
14:00～16:00　〈対談〉
　　　　　　　　Studio-L代表　　　山崎 亮 氏
　　　　　　　　　　　　　　　×

　　　　　　　　NPOほっとプラス代表理事　　　藤田 孝典 氏

17:00～　　　　交流会（同ホテル内）


	第２日目
  12/4（日）

	 9:00～12:00　実践研究
　分科会①「地域支援」

　　　　　　　助言者：　四国学院大学社会福祉学部　准教授　浜田 知美 氏
　　　　　　　発表者：・徳島県　特定非営利活動法人どりーまぁサービス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口 浩志 氏
　　　　　　　　　　　・愛媛県　今治市社会福祉協議会　木村 玲奈 氏
　　　　　　　　　　　・香川県　高松市教育委員会　柳田 和代 氏

　分科会②「相談援助」

　　　　　　　助言者：　香川県社会福祉士会　理事　高橋 順子 氏
　　　　　　　発表者：・徳島県　社会福祉法人三好やまなみ会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩城 貞時 氏
　　　　　　　　　　　・高知県　室戸市社会福祉協議会　安岡 孝章 氏
　　　　　　　　　　　・香川県　丸亀少女の家　平田 哉 氏

　分科会③「権利擁護」

　　　　　　　助言者：　有明法律事務所　弁護士　秋月 智美 氏
　　　　　　　発表者：・高知県　高知市社会福祉協議会　中島 由美 氏
　　　　　　　　　　　・愛媛県　愛媛県社会福祉士会　三好 憂子 氏
　　　　　　　　　　　・香川県　(社)キラメキ社会福祉士事務所 上田 利枝 氏



【講師プロフィール】
　　森 和男（国立療養所大島青松園自治会長）
1940（昭和15）1940（昭和15）年6月、徳島県で生まれる。1949（昭和24）年11月、国立療養所大島青松園へ9歳の時に姉と二人で入所。1956（昭和31）年、岡山邑久高校新良田教室（長島愛生園）へ入学。1960年同高校卒業。「社会に出たい」と島を離れて大阪市立大に進学。1969年、大阪の商社に就職したが、病気だったことを隠しての社会生活は「仲間との交流を避け、精神的にしんどかった」と語る。1971年、病気が再発し、島へ戻る。現在、大島青松園の自治会長を通算8期8年目。2010年6月から徳島県人会会長として入所者の世話役を担う。2014（平成26）年8月からは、全国ハンセン病療養所入所者協議会（全療協）会長に就任。全療協会長3期3年目。
　　山崎 亮（studio-L代表）
1973年愛知県生まれ。大阪府立大学大学院および東京大学院修了。博士（工学）。建築・ランドスケープ設計事務所を経て、2005年にstudio-Lを設立。地域の課題を地域に住む人たちが解決するためのコミュニティデザインに携わる。まちづくりのワークショップ、住民参加型の総合計画づくり、市民参加型のパークマネジメントなどに関わるプロジェクトが多い。「海士町総合振興計画」「studio-L伊賀事務所」「しまのわ2014」でグッドデザイン賞、「親子健康手帳」でキッズデザイン賞などを受賞。

著書に『コミュニティデザイン（学芸出版社：不動産協会賞受賞）』『コミュニティデザインの時代（中公新書）』『ソーシャルデザイン・アトラス（鹿島出版会）』『まちの幸福論（NHK出版）』などがある。

　　藤田 孝典（NPOほっとプラス代表理事）

　　　　1982年生まれ。NPO法人ほっとプラス代表理事。聖学院大学人間福祉学部客員准教授。反貧困ネットワーク埼玉代表。ブラック企業対策プロジェクト共同代表。厚生労働省社会保障審議会特別部会委員。ソーシャルワーカーとして現場で活動する一方、生活保護や生活困窮者支援のあり方に関する提言を行う。著書に『ひとりも殺させない』『下流老人』がある。
　　　　　　　　　
交流会について
　１日目の分科会終了後17:00より、オークラホテル丸亀内で交流会を計画しています。飲み放題、ビュッフェスタイルでの開催を予定しています。皆様、是非、懇親の場としてご参加ください。
オプショナルツアーについて

　　３日目の大島青松園の施設見学に参加希望の方は、当日、高松港へ9：00までにお集まりください。昼食の準備は各自でお願いします。なお、悪天候により中止の場合がありますのでご了承ください。
参加申込み
　別紙「参加･宿泊等申込書」により、平成28年11月30日（水）までに、名鉄観光サービス(株)高松支店まで、FAXまたは郵送によりお申し込みください。
　参加費等の振込に関しましては、後日郵送される請求書をご確認の上、11月18日（金）までにご入金ください。
　11月13日以降のキャンセルについては、キャンセル料が発生します。キャンセルされる場合は、必ず下記までご連絡ください。
	   名鉄観光サービス(株)高松支店　（担当：喜多野・井上）
　     〒760-0023　香川県高松市寿町1-4-3　高松中央通ビル３Ｆ
　　　　　　　　       TEL 087-822-1621　FAX 087-822-1628



その他
　参加申込書に記載された個人情報は、本研修の運営のみに使用いたします。
　研修内容等に関するお問い合わせは、下記事務局までお願いいたします。
	   一般社団法人 香川県社会福祉士会　事務局
　     〒762-0084　香川県丸亀市飯山町上法軍寺2611番地
　　　　　　　　       TEL 0877-98-0854　FAX 0877-98-0856
　　　　　　　　　　　 E-mail　kagawacsw@kagawacsw.jp


